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令和３年度事業報告の件 

 

新型コロナウイルス感染症が世界中で大流行となり、3月末現在約４億 7,000万人を越え

る感染者が発生し、医療提供体制を初め、社会・経済活動に甚大な影響を及ぼす事態となっ

ている。また、昨年 11月末、南アフリカで発生した新型コロナウイルス感染症オミクロン

株は、今年の初めに国内において市中感染が確認されて以降、２月初旬には１日の感染者数

が最大 10万人を超える第６波として観測された。まさに予断を許さない状況であり、さら

なる新型コロナワクチンの追加接種や一日も早い創薬が望まれる。 

新型コロナウイルス感染症拡大の中で、令和２年度から 56 名の理事による理事会運営、

都道府県技師会との連携強化と情報収集、会員への迅速な情報提供等に関して、Web 等を

最大限活用して実施した。また、当初、計画した多くの事業について一定程度の成果は上げ

たところであるが、計画された事業内容を縮小又は中止せざるを得なかった。このような状

況の中ではあったが、新型コロナウイルス感染症の流行に対応すべく、日臨技に設置した新

型コロナウイルス感染症対策本部を活用し、情報収集並びに会員への情報伝達を行うとと

もに、PCR 検査、新型コロナワクチン接種の研修会等の開催により人材確保に努めた。特

に臨床検査技師による新型コロナウイルス感染症に係るワクチン接種について、昨年５月

に政府から要望があり迅速なワクチン接種を積極的に実施するため、「違法性の阻却」とし

て一定の条件の下で、新型コロナウイルス感染症に係るワクチン接種が認められた。 

このことから、日臨技ホームページ上での新型コロナワクチン接種の基礎研修会と都道

府県等が実施する新型コロナワクチン接種実地研修を修了した者は、行政が認めた大規模

接種会場などにおいて対応してきたところである。 

一方、政府は 2040年を見据えた医療提供体制の改革として、医療施設の適正配置の実現

と連携（地域医療構想の実現）、医師・医療従事者の働き方改革（医師の時間外労働に対す

る上限規制：2024 年）、実効性のある医師偏在対策（目標年 2035 年）、また、令和３年度

においては、コロナ禍における「新たな日常」に向けた社会保障の構築など厚生労働省が重

点課題として取り組んできた。 

そのような医療提供体制が見直される中、臨床検査の分野では、「医師の働き方改革を進

めるためのタスク・シフト／シェアの推進に関する検討会」、「臨床検査技師学校養成所カリ

キュラム等改善検討会」の最終報告書を基にした、臨技法等の改正がなされたところである。

その対応として迅速かつ適切な研修会の準備などを行い、令和３年度は以下の６つの重点

事業の遂行を着実に進めた。 

 

 ① 「医師の働き方改革を進めるためのタスク・シフト／シェアの推進に関する検討

会」の報告を受け、法令改正により臨床検査技師に新たに追加された10行為について

「タスク・シフト／シェアに関する厚生労働大臣指定講習会」の開催並びに現行制度

下で実施可能な業務を含め医療機関での着実な定着に向けた取り組み。 

 ② 「臨床検査技師学校養成所カリキュラム等改善検討会」の報告を受け、臨床検査技

師学校養成所指定規則等が改正され、教育内容、臨地実習指導内容、臨地実習指導者
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の配置施設での臨地実習が義務化されたことから、「臨地実習指導者講習会」の開

催。 

 ③ 「日臨技精度保証施設認証制度」の再構築を進め、新制度の2022年度スタートに向

け、2021年度精度管理調査結果を基に「日臨技品質保証施設認証制度」のパイロット

事業を展開。 

 ④ 「生涯教育履修制度」のあり方について、学術組織（支部学術組織含む）、学会運営

（支部学会含む）、支部研修会、日臨技認定制度など一連の事業とし、会員の知識・

技術の向上及び医療人としての自己キャリアプラン支援事業として再構築。 

 ⑤ 日臨技の更なる組織強化と都道府県技師会との連携強化に向けて、理事会開催日前

日（年６回）に選出支部単位で理事会事前会議を開催し、理事会の活性化・情報共有

と会員への迅速な情報伝達に努めた。 

 ⑥ コロナ禍における「新たな日常」に向けたIT技術を活用した事業展開について検

討。 

 

１．公益目的事業 ～ 臨床検査精度保証事業／臨床検査精度管理調査事業 ～ 

 

１）臨床検査精度保証事業 

 

 医療法等の一部を改正する法律の改正を受け、検体検査に精度管理責任者の配置が求め

られたことから、国民に安心安全な質の高い医療を提供する目的で、引き続き品質・精度

保証体制の確立に取り組んだ。臨床検査全般にわたる精度管理調査の実施、検査データ標

準化、施設認証制度などを一連の事業として位置づけた事業展開を行った。 

 

    品質保証施設認証制度の再構築（新制度構築・啓発） 

①精度管理調査に用いる試料の品質を担保し、安定供給を確保した上で、精度管理

調査自体の精確性を保つための体制、倫理審査を含めた評価基準等の整備、精度管

理責任者の質の確保、都道府県技師会と連携した是正改善方法などの構築等に取組

み、当該精度管理調査事業の信頼の向上に努めた。 

   ②「品質保証施設認証制度」の構築 

新制度構築・啓発については、品質・精度保証委員会で新制度の骨子を策定し、シ

ステム開発に着手した。令和４年６月より新制度に移行することとし、ホームページ、

会報 JAMT、支部学会等で広報した。 

 

    精度管理サポート事業（是正・改善・立入調査）の検討 

    サポート事業は「精度管理サポート事業（是正・改善・立入調査）の検討WG」

に紐づく「精度管理責任者育成WG」及び「内部精度管理相談窓口WG」の事業運

用に向けた役割について検討した。都道府県技師会精度管理調査担当者との情報交

換を行い、サポート事業は都道府県技師会との連携が重要であるという認識で一致

し、今後検討に入ることを確認した。 
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２）日臨技臨床検査精度管理調査事業 

 

  55年以上の歴史のある本事業は、臨床検査の全分野を対象とする国内最大規模の外部

精度管理調査事業である。各医療機関における医療の質向上に貢献し、さらに検査法に

関する誤差要因の解明や、精度向上につながる各種の提言など多くの実績を残した。 

 

    臨床検査精度管理事業の実施 

   ①本年度は、4,359施設・4,414件の参加があり、昨年度より57施設増加した。３月

申込を開始し、６月に調査試料を配布した。施設別報告書及び総括統計表を、８

月末にJAMTQCのサイトで公開した。総合報告書を12月上旬にJAMTQCのサイ

トで公開、令和４年１月中旬には、総合報告書を参加各施設宛に郵送した。 

   ②日臨技臨床検査精度管理調査総合報告会を令和３年12月４日（土）に「幕張メッ

セ国際会議場（千葉県千葉市）」で開催し、全国より525人の参加があった。当

日は、コロナ禍での開催となり、収容人数を例年の約半数に制限したが、参加者

数は昨年よりも増加した。各分野からの報告及び活発な質疑応答が行われた。ま

た、当日の報告会の様子をビデオに収録し、eラーニング上で展開するととも

に、新しい品質保証施設認証制度における是正改善に用いるコンテンツとして情

報共有した。 

 

    精度管理調査に関わる倫理審査 

  精度管理調査に関わる試料及び画像データ等、個人情報に関わるものの取扱いに

ついて、当会の基本的な考え方に基づき、令和３年度精度管理フォトサーベイ部門

で使用する画像データについて審査を実施した結果、倫理上問題がないことを確認

した。 

 

    内部精度管理相談窓口 

    新品質保証施設認証制度を創設するに当たり、サポート・是正・改善・立入検査

WGが中心となり、令和３年度品質保証施設認証制度審査に提出された是正報告書並

びに作業手順書について新品質保証施設認証制度（骨子案）との整合性について検

証した。各検査部門における是正報告の記載マニュアルの作成に着手した。  

 

    精度管理調査用試料確保 

   日臨技精度管理調査並びに都道府県技師会精度管理調査に用いる臨床化学用試料

の作製を行った。  

 

    精度管理評価基準の検討 

    平成19年に発行された「精度管理調査フォトサーベイ評価法に関する日臨技指

針」、「精度管理調査定量検査評価法・試料指針」の見直しを精度管理部会で行っ
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た。体裁等については、精度管理評価基準検討部会にて継続検討に入った。 

 

    精度管理評価基準検討部会 

   ①当会の精度管理調査項目に導入するための根拠を検討する目的で立ち上げたWG

（POCT精度管理調査検討、バーチャルスライドを用いた精度管理調査検討、体

細胞遺伝子検査の精度管理調査に向けた検討、FFPE材料を前提とした固定の標

準化検討、血球形態標準化、免疫血清甲状腺項目検討、SARS-CoV-2遺伝子検査

精度管理検討）の活動及び進捗状況を把握し、具体的な作業指示を行った。 

   ②精度管理調査に新規導入項目として検討していた甲状腺項目（TSH、FT4）を本

年度精度管理調査に導入し、POCT（感染症）及び、SARS-CoV-2遺伝子検査項

目については、令和４年度に導入することとした。 

   ③体細胞遺伝子検査の精度管理調査に向けた検討した内容は、厚生労働省「検体検

査の外部精度管理調査における組織構築に向けた研究（矢冨班）にて報告した。 

   ④バーチャルスライドを用いた精度管理調査検討WGでは、本年度精度管理調査に

おいて、トライアル調査を実施した。参加施設からの意見も踏まえ実用化に向け

て検討を進める。 

   ⑤血球形態標準化WGと一般社団法人日本検査血液学会標準化部会の合同で策定し

た骨髄幼若細胞分類基準に基づき「細胞分化連続画像」のポスターを作成し、会

員施設に配布した。 

 

    精度管理責任者育成講習会 

    当会では、平成30年10月より会員向け、平成31年４月より非会員向けに開講して

いるｅラーニングを用いた精度管理責任者育成講習会 は、令和４年３月25日現

在、受講申請者3,735名（会員3,660名、非会員75名）のうち1,429名（会員1,382

名、非会員47名）が初回コースを修了した。初回コースの修了者向けに更新用コン

テンツの作成に着手した。 

 

    都道府県技師会へ日臨技臨床化学試料の提供 

    提供希望のあった20道府県に「都道府県技師会用精度管理調査 臨床化学試料」

を作製した。 

 

２．学術・職能支援事業  

～ 学術・技術振興／学会運営／支部運営／認定／出版 ～ 

 

１）学術・技術振興 

 

将来にわたって臨床検査技師が医療現場や社会で活躍し続けるために、職能団体とし

ての教育研修のあり方、学術組織の再編成や医学検査学会のあり方、出版事業について

検討した。新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受けながらも、感染防止対策を徹底
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し、可能な限り事業展開した。教育研修では、新たに会員管理システム上にWeb研修シ

ステム（オンデマンド）の構築を行い、日臨技主催研修会・講習会（支部含む）での

Web研修会開催体制を整備し、日臨技が推進する人材育成に力点を置いた事業展開を行

った。学会運営について専門学会や研究会とは違った魅力のある日本医学検査学会とな

るように学会のあり方の検討を開始した。また、自己学修支援システム（eラーニン

グ）を活用した卒後教育の充実や、分野ごとの教育教材の充実及び分野別標準作業書の

検討、臨床検査の専門性を生かした医療人としての人材育成などの事業展開を行った。 

 

    教育研修 

  地域完結型医療に向けた施策が展開される中、医療現場で患者に寄り添い専門性

を生かし活躍できる人材育成に取り組んだ。生涯教育研修制度の再構築を継続事業

とし、人材育成の一環として、新人教育、各種認定取得、多職種連携医療などの卒

後教育をステップアップ型の生涯教育として検討を継続した。また、社会人スキル

アップを目指した自己学修支援システム（eラーニング）の活用の推進を継続し

た。 

    臨床検査技師養成所教育カリキュラムの見直しに合わせて、臨地実習指導者講習

会を支部単位で開催し、令和４年３月現在、498名が受講を終了した。臨地実習ガ

イドライン2021改訂版の作成、臨地実習受入れ施設の拡充に向けた取り組みなどを

進めた。「医師の働き方改革を進めるためのタスク・シフト／シェアの推進に関す

る検討会」において、臨床検査技師に対して、新たに追加された10行為を行う場合

に受講が義務付けられた講習会「タスク・シフト／シェアに関する厚生労働大臣指

定講習会」を都道県技師会と連携して開催し、令和４年３月現在、1,961名が受講

を終了した。 

 

   ①新生涯教育あり方検討事業（新生涯教育制度支援／eラーニング） 

 日臨技eラーニング「バリューレゾリューション」では、血液検査（骨芽細胞

等）の２コンテンツ、医学検査学会講演の５コンテンツ、耳鼻科領域検査技師啓発

講習会（第２回）の５コンテンツを学修教材としてアップした。また、例年同様に

2021年度精度管理調査総合報告会を分野ごとに閲覧できるように10コンテンツをア

ップロードした。２月末のeラーニング入会者数は3,250名となった。 

   ②医療安全管理推進事業 

 臨床検査関連の医療事故の具体的な解析事例を「日臨技医療安全ニュース」（NO.

７～NO.10）として JAMT マガジンに掲載し、当会会員へ医療安全に対する啓発活

動を行った。 

 医療の安全管理業務を推進するために必要な知識や技能を取得し、医療安全管理

者の養成を目的に、厚生労働省が示す、カリキュラム、履修時間に基づく「医療安

全管理者養成講習会」を開催した。本年度は新型コロナウイルス感染拡大に伴い

Web開催（厚労省確認済）となった。 

○基本コース  
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 10月１日（金）～11月 30日（火） Web（オンデマンド配信）45名 

 10月 16日（土）・11月 20日（土） Web（ライブ配信）42名  

○アドバンスコース  

 12月１日（水）～24日（金） Web（オンデマンド配信）26名 

 12月５日（日）・11日（土）・18日（土） Web（ライブ配信）26名 

   ③職能拡大推進事業 

 以下の通り講習会を開催した。 

  ○糖尿病療養指導における臨床検査技師の活躍のために（オンデマンド配信） 

     令和３年４月 12日（月）～５月 10日（月） 101名 

  ○令和３年度 睡眠ポリグラフ検査(PSG)研修会（ライブ配信） 

   令和４年２月 27日（日） 104名 

 ○臨床検査技師のための臨床研究と CRCに関する研修（ライブ配信） 

  令和４年３月 13日（日） 22名 

    ○乳房超音波研修会     開催中止 

    ○遺伝子医療技術研修会   開催中止 

   ④チーム医療推進事業（病棟・在宅・認知症含む） 

    ○病棟業務推進事業 

      医師の働き方改革を進めるためのタスク・シフト／シェアの推進にあたり、

各医療機関における病棟関連業務の実施状況を把握するための実態調査を実施

し、今後の事業展開の資料とした。 

     ・病棟業務推進WG 

     臨床検査技師による在宅業務の推進のための検討を行った。 

      第１回 令和３年６月 22日（火） 

         内容：病棟業務推進WGのアンケート結果とまとめについて 

      第２回 令和３年 12月２日（木） 

         内容：報告書作成と来年度に向けた活動について 

    ○在宅医療への参画推進事業 

     ・在宅業務推進WG 

      第１回 令和３年７月20日（火） 

          内容：提言書の最終確認と今年度の活動について 

      第２回 令和４年３月24日（木） 

          内容：今年度の活動報告と次年度の活動について 

      第４回日本在宅医療連合学術大会（７/23～24）シンポジウムにおいて、

「在宅医療を豊かにする技術革新」を発表した。また、会報JAMT 

Vol.27No.21～22へ在宅医療の特集を掲載した 

    ○認知症医療啓発推進事業 

     ・認知症WG 

      第１回 令和３年５月28日（金） 

          内容：今年度のアルツハイマー月間における活動内容について 
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      第２回 令和３年11月15日（月） 

          内容：アルツハイマー月間の活動報告について 

      第３回 令和４年３月11日（金） 

          内容：次年度の活動と予算について 

      本年度はアルツハイマー月間に合わせてシンボルカラー（オレンジ色）を25

都道府県技師会のご協力により、ホームページに展開した。(会報JAMT Vol.27 

No.18に掲載） 

   ⑤災害対策強化事業 

     「災害対策支援規程」、「災害時支援対策マニュアル」等及び当該規程に基づ

いた都道府県技師会との「災害時支援協定書」締結のための説明会を令和３年11

月25日（木）に開催し、47都道府県技師会と災害時支援協定書を締結した。 

   ⑥臨地実習推進事業 

    ○臨地実習指導者ガイドライン作成WG 

     厚生労働省の「臨床検査技師養成所教育カリキュラム」の改定に伴い、臨地実

習指導者を配置した施設での臨地実習が2022年４月より適用されることから、

「臨地実習ガイドライン2013」を改訂し、「臨地実習ガイドライン2021」を作成

した。 

    ○臨地実習指導者講習会WGの開催状況 

      第１回 令和３年６月23日（水） 

          内容：臨地実習指導者講習会概要と今年度の活動について 

      第２回 令和３年７月12日（月） 

          内容：臨地実習指導者講習会開催とグループワークについて 

      第３回 令和３年８月24日（火） 

          内容：中央講習会の担当者と講習会の開催運用フローについて 

      第４回 令和３年９月６日（月） 

          内容：臨地実習指導者講習会（中央）内容把握と運営に関して 

      第５回 令和３年10月８日（金） 

          内容：日臨技（支部）⇔日臨教（養成校）連携フローと担当につい

て 

      第６回 令和３年10月19日（火） 

          内容：中央講習会の反省点と次回開催の改善事項について 

      第７回 令和３年11月12日（金） 

          内容：支部講習会の開催方法日臨技との連携について 

      第８回 令和４年２月１日（火） 

          内容：支部講習会開催進捗確認について 

    ○臨地実習指導者講習会WGの活動 

     「臨床検査技師養成所教育カリキュラム」の改定並びに「臨地実習指導者講習

会開催指針」に基づき、講習会のカリキュラム及び講義資料（Web研修用コンテ

ンツ）を作成し、「臨地実習指導ガイドライン2021」を使用し、「臨地実習指導
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者講習会」の中央講習会(ファシリテーター育成) ３回、支部講習会７回開催し

た。 

 

和 3年度開催（ファシリテーター）分 

開催日 担当 募集人数（名） 修了者数（名） 修了者数累計（名）

2021/10/17 日臨技 18 13 13

2021/10/24 日臨技 47 39 52

2021/10/31 日臨技 47 41 93

令和 3年度開催分 

開催日 担当 募集人数（名） 修了者数（名） 修了者数累計（名）

2022/2/13 関甲信支部 60 60 153

2022/2/20 北日本支部 60 58 211

2022/2/27 九州支部 60 60 271

2022/2/27 近畿支部 60 55 326

2022/3/06 中部圏支部 60 59 385

2022/3/13 中四国支部 60 58 443

2022/3/20 首都圏支部 60 55 498

   ⑦輸血テクニカルセミナー ライブ配信   令和３年９月18日（土）   337名  

                実技講習   令和３年９月 19日（日） 開催中止  

   ⑧支部研修会 

 新型コロナウイルス感染症の影響を受け、Webにて北日本支部８研修会、関甲

信支部３研修会、首都圏支部４研修会、中部圏支部８研修会、近畿支部７研修

会、中四国支部８研修会、九州支部８研修会を開催した。 

   ⑨生涯教育研修制度（都道府県技師会委託事業） 

 都道府県技師会への委託事業として、577件の研修会等を委託した。 

   ⑩検体採取等に関する厚生労働省指定講習会 

 平成27年から開催している本講習会は令和３年度大阪で１回、東京で２回開催

し、参加者数は596名であった。７年間で延べ61,108名が受講した。 

   ⑪タスク・シフト／シェアに関する厚生労働大臣指定講習会 

 オンデマンド配信の基礎講習会に令和４年３月25日現在15,473名が受講申請

し、8,658名履修完了した。実技講習会は各都道府県技師会の協力のもとに都道

府県単位で開催することとした。   

○令和３年８月８日（日）に開催準備のための支部担当者等を対象に、シミュレ

ーション研修会を日臨技会館にて開催した。 

○各都道府県技師会実務担当者向け講習会を以下の通り開催した。 

 令和３年９月26日（日） 中部圏支部（愛知県） 

 令和３年10月10日（日） 中四国支部（岡山県） 

 令和３年10月24日（日） 関甲信支部（群馬県） 

 令和３年10月31日（日） 近畿支部 （大阪府） 
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 令和３年11月７日（日） 首都圏支部（東京都） 

 令和３年11月27日（土） 北日本支部（宮城県） 

 令和３年12月19日（日） 九州支部 （熊本県） 

○各都道府県技師会で計26回の実技講習会が開催され、1,961名が修了した。令

和４年１月頃からの新型コロナウイルス感染症の再拡大により開催延期を余儀

なくされた。 

 

    国際協力 

 世界的な新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け、日韓交流、台湾技師会学

術交流、IFBLS・AAMLSへの役員派遣はオンラインで行い、海外短期留学制度支

援等、現地への派遣を伴う国際事業実施を見送った。 

①日韓交流継続、発表者支援   

 新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため現地派遣は中止となったが、大韓

臨床病理士協会（KAMT／韓国臨床検査技師会）とライブ配信による代表者会議を

開催し、技師会活動、新型コロナウイルス感染症対策などについて意見交換を行

った。 

○第59回大韓臨床病理士協会総合学術大会（オンライン開催） 

                 令和３年 10月 16日（土）・17日（日） 

 ・国際シンポジウム       ２名 

   ・国際学生フォーラム      ２名 

   ②日台学術交流  

 中華民国医事検験師協会（TAMT／台湾臨床検査技師会）との学術交流は、新

型コロナウイルス感染症の感染拡大のため現地派遣は中止となったが、オンライ

ン開催された。 

○12th Asia-Pacific Forum of Medical Laboratory Sciences 

  令和３年４月 11日（土）・12日（日） 

 ・国際シンポジウム       １名発表 

   ③IFBLS（世界臨床検査技師会）・AAMLS（アジア臨床検査技師会）への役員派

遣 

  令和３年８月 28日BD meetingがライブ配信で開催され、担当理事が出席した。 

   ④海外短期留学制度への支援 

 ASCP（アメリカ臨床病理学会）との共同による海外短期留学制度への支援に

ついては、新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため現地派遣は中止となっ

た。 

⑤発展途上国への技術支援 

 2017年度から３ヵ年で国の事業による発展途上国（カンボジア国）への技術支

援フォローアップは、新型コロナウイルス感染症の影響を受け中止した。 

 

    会誌発行 
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 臨床検査技師における標準的な知識や技術を網羅した学術誌として「医学検査」

を年４回（１月、４月、７月、10月）発刊した。また、J-Stageへの登載も継続し

た。 

 

    学会運営 

    会員の学術活動、人材育成などの研究成果を発表し、情報共有とネットワーク構

築の場として、日本医学検査学会を開催した。 

   ①第70回日本医学検査学会の開催 

（学会長：西浦 明彦、担当：福岡県臨床衛生検査技師会） 

 令和３年５月15日（土）、16日（日）に福岡国際会議場、マリンメッセ福岡で

の開催準備を進めていたが、新型コロナウイルス感染症拡大の影響を受け完全

Web（オンデマンド、一部LIVE配信）での開催を決定し、５月15日（土）～６

月14日（月）の会期で開催した。 

 また、例年学会に併せて開催している学術奨励賞の表彰式については、学会が

Web開催となったことも踏まえ、事前にWeb表彰式として収録し、動画をオンデ

マンドサイトにて公開した。 

    ○参加者：7,691名（会員6,961名、学生・賛助会員等730名） 

    ○プログラム：一般演題484演題、教育講演８企画、シンポジウム等36企画、日

臨技企画4企画、国際シンポジウム 

    ○オンライン展示：14社 

    ○共催セミナー：14企画 

   ②第71回日本医学検査学会の開催準備 

（学会長：髙田 厚照、担当：大阪府臨床検査技師会） 

    令和４年５月21日（土）、22日（日）にATCホール、ハイアットリージェンシー

大阪での現地開催に向け準備を行った。 

   ③第72回日本医学検査学会の開催準備 

（学会長：井田 伸一、担当：群馬県臨床検査技師会） 

     令和５年５月20日（土）、21日（日）Gメッセ群馬、高崎芸術劇場での開催に

向け準備を行った。 

   ④支部学会 

 日臨技の事業推進を含め、日臨技の学術活動方針に沿った支部独自の特徴ある

内容の学会を開催予定であったが、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を受け

Web開催となった。 

○北日本支部 テーマ：「融和と協調」  

            ～じぇねしす・じぇねらる・じぇねれーしょん～ 

 （岩手県：学会長 行森良一、Web開催 いわて県民情報交流センター アイーナ） 

○関甲信・首都圏支部 テーマ：「創造・進化」TSUKUBA2020+1 

                   ～変異や変化に適応すっぺよ～ 

 （茨城県：学会長 池澤剛、Web開催 つくば国際会議場） 
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○中部圏支部 テーマ：harmony  

             ～次世代へ “進む検査 繋がる検査”～ 

 （富山県：学会長 南部重一、Web開催 富山国際会議場） 

○近畿支部 テーマ：『エビデンスを導く臨床検査』  

～検査の歴史に誇りをもって 近畿 60年～ 

 （福井県：学会長 加藤幸久、Web開催 アオッサ、ハピリン） 

○中四国支部 テーマ：いどむ!!その先にみる未来は… 

 （岡山県：学会長 木村泰治、Web開催 岡山コンベンションセンター） 

○九州支部 テーマ：パラダイスシフト 

～臨床検査のさらなる挑戦～ 

 （沖縄県：学会長 手登根稔、Web開催 沖縄コンベンションセンター） 

 

    出版 

   ①JAMT技術教本シリーズの発刊 

 JAMT技術教本シリーズの改訂に向けて検討を始めた。 

   ②日臨技出版物の管理 

     当会が発刊した従来出版物の今期販売数は、「臨床検査精度保証教本」104冊、

「臨床検査技師のための病院感染対策の実践ガイド 改訂版」９冊となった。 

 

    支部運営 

    支部の活性化と都道府県技師会との連携を推進するため、支部長連絡会議、支部

幹事会、支部内連絡会を開催した。 

 ①支部の運営 

    ○支部幹事会 

北日本支部、近畿支部、九州支部にて年１回、中部圏支部にて年２回開催した。 

    ○支部内連絡会議 

支部幹事、学術部長、各部門長との合同会議を中部圏支部、九州支部にて年１回

開催した。 

②学生フォーラム 

     将来の臨床検査を担う人材の発掘のため、各支部において、学生参加を促進

し、会員（既卒者）との意見交換の場を提供し、学生主体のシンポジウム、交流

会で学生と臨床検査技師の将来について交流し、演題発表等を行う予定であった

が、支部学会がWeb開催に伴い中止した。 

 

２）認定 

 

昨年度末に新たに開発された日臨技Web研修会システムを利用し、オンデマンド配信

による各種研修会を実施して学修の機会を確保し、各認定制度を継続した。また、認定試

験について医療技術部門管理資格認定制度はライブ配信を利用したWeb試験として実施
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し、他の認定制度は全て同一日、同一会場で実施した。 

その他、認定取得者の促進を目的に「自己学修支援システム（eラーニングシステム）」

に受験準備のための各認定受験カリキュラム内容のコンテンツ化を進め、会員の自己学

修支援の環境を整えた。「日臨技認定センターHP」から登録した会員に対する認定関連研

修会内容などのメルマガによる情報発信と共に認定受験申請、更新申請の簡素化を目指

したシステムの改修を進め、手続きの簡略化を推進した。医療技術部門管理資格認定制度

については更新制度の具体的内容の検討をすすめ、医療管理者資格認定制度の運用開始

に向けた体制整備をした。 

 

    各種認定技師制度の運用 

認定一般検査技師、認定心電検査技師、認定染色体遺伝子検査師、認定病理検査技師、

認定臨床化学・免疫化学精度保証管理検査技師、認定認知症領域検査技師、認定救急検

査技師の各認定制度に係る研修会、講習会及び医療技術部門管理資格認定制度の夏季

集合研修及び秋季集合研修を全てWeb開催した。 

また、各認定試験を実施し、審議会で 60%以上の認定率を目処に合格者を選定し、

各認定制度協議会でその結果に基づき認定し、中央認定委員会委員長名において、各合

格者及び各認定更新者に認定証を交付した。 

新規の認定資格取得者の認定資格有効期間は令和４年４月１日から令和９年３月 

31 日までの５年間とした。 

≪認定検査技師試験≫ 

認定検査技師名 受験者(名) 合格者(名) 合格率(％) 

認定一般検査技師制度 143 80 55.9

認定心電検査技師制度 95 32 33.7

認定臨床染色代遺伝子検査師制度  染色体分野 3 2 66.6

認定臨床染色代遺伝子検査師制度  遺伝子分野 29 19 65.5

認定病理検査技師制度 234 186 79.5

認定臨床化学免疫化学精度保証管理検査技師制度 82 77 93.9

認定認知症領域検査技師制度 43 30 69.8

認定救急検査技師制度 31 26 83.9

医療技術部門管理資格認定制度 20 20 100.0

≪認定資格更新申請≫ 

認定検査技師名 更新対象者
(名) 

更新申請承認
者(名) 

更新延長(名) 

認定一般検査技師制度 146 107 3

認定心電検査技師制度 143 104 2

認定臨床染色代遺伝子検査師制度  染色体分野 4 2 0

認定臨床染色代遺伝子検査師制度  遺伝子分野 9 9 0

認定病理検査技師制度 188 173 9

認定臨床化学免疫化学精度保証管理検査技師制度 59 51 0

認定認知症領域検査技師制度 55 38 2
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認定救急検査技師制度 ― ― ― 

医療技術部門管理資格認定制度 ― ― ― 

 

    医療技術部門管理資格認定制度の資格更新審査基準単位の制定、資格更新に向け

た資格更新審査基準単位の内容を検討し決定した。令和４年度より医療技術部門管理

資格認定制度規則を施行し運用を開始する。 

 

    各種認定取得に向けた学修コンテンツ（eラーニング）の継続作成 

これまでにアップしたコンテンツにつき、継続的な利用及び内容の充実化を進めた。  

 

 

３．渉外・組織強化事業 ～ 渉外／組織強化 ～ 

 

１）渉外 

 

新型コロナウイルス感染症の蔓延に伴い、日臨技内に設置した新型コロナウイルス感

染症対策本部は、感染拡大の状況等に応じて開催し、情報収集と会員への情報提供を積極

的に行った。厚生労働省から支援要請等に応じるとともに、検査実施体制の拡充や臨床検

査技師の配置強化などの要望を厚生労働省はじめ関係各所へ行った。 

また、医師の働き方改革を進めるためのタスク・シフト／シェアの推進や臨床検査技師

学校養成所教育カリキュラム見直しについては、関連団体と連携・協議等を行い体制整備

や関連事業を実施した。 

 その他、診療報酬改定に伴う調査・分析を行うなど会員や国民の目線に立った渉外活

動を実施した。 

 

    新型コロナウイルス感染症に対する日臨技の対応 

   新型コロナウイルス感染症の蔓延に対応すべく、令和２年２月13日日臨技に新型コ

ロナウイルス感染症対策本部を立ち上げ、令和４年３月末までに計46回（今年度は14

回）開催し、コロナ禍における日臨技事業運営、事務局体制などの検討を行うととも

に、情報収集並びに会員への情報提供を行った。また、令和３年６月に政府方針とし

ての迅速なワクチン接種を積極的に展開するため、「違法性の阻却」として、一定の

条件の下で新型コロナワクチンの接種が臨床検査技師に認められたことを受け、行政

機関との共同によりワクチン接種の基礎研修会（Web対応）や20余りの都道府県等に

よるワクチン接種実地研修を進め、行政が認めた大規模接種会場などにおいて接種に

対応した。 

○日臨技 新型コロナウイルス対策本部会議の開催 第33回～46回 

○日臨技ＨＰ上に新型コロナウイルス感染症のワクチン接種基礎研修（座学）の構

築 

   ○臨床検査技師による新型コロナウイルスワクチン接種の全国調査（総括） 
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 【新型コロナウイルス感染症のワクチン接種基礎研修（座学）】 

○受講申込：10,477名（令和４年３月８日現在） 

○基礎研修修了者： 8,751名（履修率 83.53％） 

 【都道府県によるワクチン接種実技講習開催状況】 

○開催都道府県：18府県 

○総受講者数：1,933名 

 【臨床検査技師によるワクチン接種の実施状況】 

○ワクチン接種の実施県：11県 

○接種総数（延べ接種数）：131,752件 

○実施臨床検査技師数：1,406名 

 【第６波によるブースター接種への対応都道府県】 

○対応都道府県数：１府２県（京都府、群馬県、千葉県）京都府は３月17日、群馬

県及び千葉県は２月11日より大規模接種会場にて対応中 

 

    渉外政策推進事業 

   新型コロナウイルス感染症の蔓延を受け、新興感染症に対する体制整備の要望とし

て、保健所等行政機関への臨床検査技師配置強化の要望、SARS-CoV-2 検査における

外部精度管理調査への財政支援の要望、臨床検査技師の実人員把握のための関係法令

の一部改正の要望、医師の働き方改革に資するタスク・シフト／シェア推進のための

臨床検査技師病棟配置への診療報酬上の評価の要望、検体検査の品質・精度確保のた

めの要望、不妊治療の保険適用へ向けての体制整備の要望について厚生労働省をはじ

め関係各所へ提出・説明した。 

  

    診療報酬改定関連調査 

   令和４年度診療報酬点数改定として、各都道府県技師会から聴取した改定要望、臨

床検査振興協議会との共同により選定した項目及び当会委員会で取りまとめた生体検

査関連の項目を合わせた22項目について「臨床検査の診療報酬点数改定に係る要望

書」を作成し、令和３年10月１日（金）厚労省保険局長宛に提出した。また、令和４

年度診療報酬点数改定の周知を図るため令和４年３月26日（土）に日臨技 Web 研修

会システム（１か月配信）とYouTube配信を用いて、厚生労働省保険局医療課担当官

等によるビデオ配信での説明会を行った。 

  ○令和４年度診療報酬改定に伴う説明会 

     令和４年３月 26日（土） LIVE配信  

     令和４年３月 26日（土）～４月 26日（火） 申込者数 1,098名 

  

 

２）組織強化 
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    組織対策 

 組織運営として、日臨技（支部含む）は都道府県技師会との連携強化を図り、会

員にとって有益な事業実施のため、理事会等を通じて情報共有並びに迅速な情報伝

達に努めた。定款及び諸規程等についての整備を行った。 

 また、継続事業として計画していた次世代の人材確保と育成を目的とした「初

級・職能開発講習会」、「支部学会における中高生向け進路支援」などは新型コロナ

ウイルス感染拡大を受け中止した。「地域ニューリーダー育成講習会」はWebで開催

した。 

 

①定款諸規程検討 

     役員の報酬等及び費用に関する規程、役員の報酬等及び費用に関する規程細

則、組織運営規程、表彰規程及び契約管理規程の改定を行い、また、災害対策支

援規程、謝金及び旅費の支給に関する規程及び宿泊料及び交通費の支給に関する

運用内規の制定を行った。 

 

②中高生向け進路支援 

     新型コロナウイルス感染症の蔓延に伴い、中高生向け進路支援ガイダンス並び

に臨床検査技師の認知度向上を目的とした「臨床検査技師の仕事」の冊子配布、

臨床検査を知っていただく企画等、臨床検査技師養成校との連携企画なども開催

する予定であったが、すべて中止した。 

   ③地域ニューリーダー育成研修会の開催、都道府県リーダー育成講習会への支援 

    ○地域ニューリーダー育成研修会 

 「タスク・シフト／シェアに関する厚生労働大臣指定講習会」が開始されたこ

とを受け、臨床検査技師へのタスク・シフト／シェアの推進方策について、「意

識・技術・余力」の３つのテーマについてグループに分かれて検討し、都道府県

技師会を牽引し、日臨技への運営にも携わることができる人材となるスキルの習

得を目的に実施した。なお、新型コロナウイルス感染の蔓延防止のためWebで開

催した。 

  開催日時 令和４年３月５日（土） 

 開催場所 Web開催 

 参加人数 都道府県技師会推薦者の 42名 

    ○都道府県リーダー育成講習会 

 本年度の開催申請はなかった。 

   ④職能開発講習会（初級・中級・上級） 

  新型コロナウイルス感染拡大に伴い講習会は中止した。 

   ⑤各種広報ツール制作 

 「臨床検査技師の仕事」の冊子を作成し、全国「検査と健康展」等で活用し、臨

床検査技師の認知度向上に努めた。また、「入会のご案内」の冊子を作成し、臨床

検査技師養成校の卒業生に配布し会員入会促進を図った。 
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   ⑥各種調査データ解析事業 

 令和３年度の会員意識調査及び施設実態調査において、日臨技事業運営に即し

た情報収集の設問設定等について確認を行い、役員とともに設問等の最終設定を

行った。 

   ⑦会員意識調査等 

 施設実態調査及び会員意識調査を令和３年 11 月 29 日（月）から令和４年１月

17日（月）まで当会ホームページ上で実施した。施設実態調査の回答率は、7,708

施設のうち 3,911施設が回答し 50.7％となった。また、会員意識調査の回答率は、

68,067名のうち 16,340名が回答し 24.0％となった。 

 

    組織運営 

 日臨技（支部を含む）と都道府県技師会との連携を強化し、日臨技事業の更なる推

進を図った。各事案に対し、迅速かつ的確に対応するため委員会、ワーキンググルー

プ等の会議制を継承し、他団体との対応、会員から提起される問題や改善要求などに

対処するとともに、懸案事項や課題について効率的な解決を図った。令和４年度に創

立 70 周年及び法人化 60 周年を迎えることから、記念事業の一つとして、記念誌の

発刊の具体的な内容をまとめた。 

 

   ①組織の運営 

 定款、組織運営規程に基づく会議を開催するともに、隔月で開催する理事会では、

委員会やWG、執行理事会議を経た重要案件などについて審議を行った。 

○定時総会１回 

○理事会７回 

○執行理事会議12回 

○支部長連絡会議４回 

○各種委員会、WG、部会 

   ②倫理規程の強化・会員倫理周知徹底 

 精度管理用の倫理規程(案)をもとに、規程の制定に向けて検討を始めた。 

③表彰事業 

 新型コロナウイルス感染症の蔓延を受け、各表彰者に対しては Web 表彰式を執

り行い、第 70回日本医学検査学会のコンテンツと一緒に配信した。 

○永年職務精励賞    859名 

○日臨技有功賞 会長賞 受賞者なし 

功労賞 受賞者なし 

特別賞 受賞者なし 

○地域貢献賞       ５名 

 ○日臨技学術奨励賞 

    最優秀論文賞１編(1名)、優秀論文賞２編(2名) 

            最優秀演題賞１編(1名)、優秀演題賞６編(6名)、 
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特別奨励賞 6 編 (6 名) 

    結核予防会 結核研究奨励賞（日臨技推薦）1名 

 ○支部学術奨励賞  令和２年度支部学会中止に伴い、受賞者なし 

 ○日臨技学生表彰 

 一般社団法人日本臨床検査学教育協議会加盟校の卒業予定の学生を対象とし、

各校から１名の推薦により 69名を表彰した。 

   ④賀詞交換会 

     令和４年の日臨技賀詞交換会は、令和４年１月21日（金）に開催予定であった

が、新型コロナウイルス感染症の蔓延を受け、中止した。 

   ⑤総会 

     令和３年６月26日(土)、TKPガーデンシティPREMIUM品川にて開催した。議

決権を有する正会員数65,832名に対し、総会出席者数合計（事前表決、代理出席

表決、出席表決）は40,799名となり、総会成立のための定足数32,917名を上回り

総会は成立した。議案（第１号～第３号）はすべて承認された。 

   ⑥日臨技70周年記念事業 

     「日臨技70周年記念事業WG」において、式典の開催時期及び創立70周年・法

人化60周年記念誌作成内容の検討、原稿分担決め原稿の提出を受けた。今後印刷

業者の選定を行い進めることとした。なお、式典開催時期は令和５年度定時総会

時に開催する予定である。 

   ⑦執行体制強化 

     会務の円滑な推進のため、理事会の前日に各執行理事が支部区割り毎の都道府

県選出理事と、重要な案件について、内容を共有しながら深く議論を行い、翌日

の理事会での活発な議論に繋がった。 

   ⑧広報システム 

     会員への情報伝達の方法として、適宜ホームページを更新した。会員専用ペー

ジのトップページのレイアウト変更及びスマートフォン対応の仕様とした。ま

た、必要に応じて日臨技一斉メールシステムを利用し、会員への情報提供、案内

を行った。その他、会員にとって有益なサービス提供のため、会員に対しJAMT

アプリ（仮称）の機能（仕様）についてアンケートを行い、実装する内容をまと

めた。 

 

    国民医療向上／安全対策 

    臨床検査に関する正しい知識の普及、啓発を目的に、国民向け季刊広報誌「ピペ

ット」を発行し、全国の医療機関を中心に配布した。また、11月の「臨床検査月

間」に合わせて全国「検査と健康展」を開催した。 

①季刊広報誌「ピペット」の発刊 

     国民に対して臨床検査並びに臨床検査技師の仕事を広く周知し、社会的認知度

を向上させる目的で継続発刊した。令和４年３月現在、全国8,662箇所（医療機

関など）に総数116,351部を発送した。 
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②全国「検査と健康展」開催 

     臨床検査に関する正しい知識の普及、啓発を目的に、11月の「臨床検査月間」

に合わせて、中央会場を含む19府県技師会と日臨技が主催で全国「検査と健康

展」を開催した。今年の中央会場は、一般社団法人宮崎県臨床検査技師会が担当

し、次のとおり開催した。 

    ○中央会場 開催日時 令和３年11月15日（日）10：00～16：00 

    開催場所 ニューウエルシティ宮崎 

    参加人数 100名 

 

    就労支援 

    無料職業紹介事業として、ホームページに求職、求人の運用を行った。 

     また、昨今、求人・求職情報はインターネット上の検索サイト並びに専門の人

材バンクを利用される傾向が高く、当該無料職業紹介所の利用者は極少であるこ

とから、令和４年５月31日付けを以って廃止することを決定した。 

 

    事務運営 

   ①事務管理 

     事務管理として、総務課、事業課、政策調査課の事務所掌及び事務局担当者を

明確にし、業務運営の安定化と効率化を図った。事業調書ごとに執行状況を四半

期単位で管理し、担当理事と事務局担当者で情報共有と連携に努め、確実な事務

運営と適正な予算執行に努めた。 

   ②事務局体制の強化 

     タスク・シフト／シェアに関する厚生労働大臣指定講習会や臨地実習指導者講

習会などの新しい事業への対応を行い、また事務局内での決裁申請や支払申請な

どをWeb化し、効率性を高めた。 

 

    会員管理 

    当初予算で見込んでいた会員（会費納入者）数の68,000人に対し、69,038人の実

績となった。正会員受取会費は前年度対比約1,379万円増となった。 

 

    日臨技共済制度 

     臨床検査技師賠償責任共済制度、会務参加中の普通傷害共済制度、臨床検査技

師廃業後賠償責任共済制度、研修会等事前参加費返金制度、感染症罹患共済金制

度、被災者会費減免制度を継続した。 

○支払事例（令和３年４月１日～令和４年３月 31日） 

   ⇒賠償責任共済制度  ３件 

   ⇒傷害共済制度   ０件 

⇒廃業後賠償責任共済制度  ０件 

       ⇒感染症罹患共済制度  59件 
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   ⇒研修会等事前参加費返金制度 ０件 

   ⇒被災者会費減免制度  ２件 

災害名 所属県 申請日 承認日 
令和 4年度
会費免除 

人数 

令和 3年 2月福島県沖地震及び令和
3年 3月宮城県沖地震 

宮城県 20210624 20210717 ○ 1名 

令和 3年 8月 12日に発生した大雨 広島県 20220120 20220326 ○ 1名 

○制度の広報 

 JAMT マガジン及びホームページを通じて会員に広報した。 

 

    会館 

    屋上パラペットの排水層の水漏れについて、外壁と屋上を調査のうえ、防水工

事等を行った。 

以上 

 

■参考資料は次ページからご確認ください。 

≪資料１ 研修会等開催状況≫ 

≪資料２ 支部運営≫ 

≪資料３ 各種団体・学会 派遣一覧≫ 

≪資料４ 委員会・部会・WG 設置状況≫ 

≪資料５ 組織調査≫ 

≪資料６ 会員数推移≫ 



■参考資料■ 《資料１ 研修会等開催状況》  

日臨技研修会等開催状況  
 
日臨技認定センター 

認定試験受験指定講習会・資格更新・育成研修会 

認定一般検査技師制度育成研修会（尿検査編） 

 

認定一般検査技師制度育成研修会（その他の材料編） 

 

認定一般検査技師制度資格更新研修会 

 

認定心電検査技師制度 行列ができるスキルアップ研修

会 

認定心電検査技師育成研修会 

 

認定心電検査技師資格更新研修会 

 

認定臨床染色体遺伝子検査師制度育成研修会 

 

認定臨床染色体遺伝子検査師制度スキルアップ研修会 

 

認定認知症領域検査技師制度 日本認知症予防学会併設 

JSDP技師講座（1日コース：資格未取得者対象）  

20単位 

 

認定認知症領域検査技師制度 日本認知症予防学会併設 

JSDP技師講座（1日コース：資格更新のためのセミナ

ー）20単位 

 

認定認知症領域検査技師制度 JSDP技師講座 

（2日コース）  40単位 

 

認定認知症領域検査技師制度 指定講習会 

（2日コース）  30単位 

 

認定病理検査技師制度 指定講習会 

 

認定病理検査技師制度 資格更新指定講習会 

 

令和3年8月1日～8月31日 

 

令和3年9月1日～9月30日 

 

令和3年10月1日～10月31日 

 

令和3年6月14日～6月27日 

 

令和3年8月2日 8月31日 

 

令和3年8月2日 8月31日 

 

令和3年9月1日～9月25日 

 

令和3年10月1日～10月25日 

 

令和3年7月12日～7月28日 

 

 

 

令和3年7月12日～7月28日 

 

 

 

令和3年9月1日～10月1日 

 

 

令和4年2月1日～2月28日 

 

 

令和3年8月1日～8月31日 

 

令和3年9月1日～9月30日 

 

令和3年10月1日～12月31日 

日臨技 Web 研修会

システム  

日臨技 Web 研修会

システム  

日臨技 Web 研修会

システム  

日臨技 Web 研修会

システム  

日臨技 Web 研修会

システム  

日臨技 Web 研修会

システム  

日臨技 Web 研修会

システム  

日臨技 Web 研修会

システム  

日臨技 Web 研修会

システム  

 

 

日臨技 Web 研修会

システム  

 

 

日臨技 Web 研修会

システム  

 

日臨技 Web 研修会

システム  

 

日臨技 Web 研修会

システム  

日臨技 Web 研修会

システム  

中止  



認定病理検査技師制度 スキルアップWeb研修会 資格

更新指定講習会 

 

令和 3年度認定臨床化学・免疫化学精度保証管理検査技

師 第 1回指定講習会 

 

令和 3年度認定臨床化学・免疫化学精度保証管理検査技

師 第 2回指定講習会 

 

医療技術部門管理資格制度 夏集合研修  

テーマ「医療版ロジカルシンキングをマスターする」 

 

医療技術部門管理資格制度 秋集合研修 

テーマ「医療機関の内部環境分析と外部環境分析をマス

ターする」 

 

 

 

認定救急検査技師制度 指定講習会 

 

 

令和3年9月15日～10月15日 

 

 

令和3年11月7日 

 

 

第1回：令和3年8月7日～8月

8日、第2回：令和3年8月28

日～8月29日 

 

第1回：令和3年11月6日～11

月7日 

第2回：令和3年11月20日～

11月21日 

 

8月1日～9月30日 

 

 

日臨技 Web 研修会

システム  

 

福岡国際会議場  

 

 

Web 開催  

 

 

 

Web 開催  

 

 

 

 

日臨技 Web 研修会

システム  

認定試験 

令和 3年度 認定一般検査技師制度 第 15回認定試験 

令和 3年度 認定心電検査技師制度 第 14回認定試験 

令和 3年度 認定臨床染色体遺伝子検査師制度 第 14回認定

試験 

令和 3年度 認定病理検査技師制度 第 7回認定試験 

令和 3年度 認定臨床化学・免疫化学精度保証管理検査技師

制度 第 7回認定試験 

令和 3年度 医療技術部門管理資格認定制度第 2回認定試験 

令和 3年度 認定認知症領域検査技師制度 第 7回認定試験 

令和 3年度 認定救急検査技師制度 第 5回認定試験（通算 8

回）  

令和3年12月5日(日) 

令和3年12月5日(日) 

令和3年12月5日(日) 

 

令和3年12月5日(日) 

令和3年12月5日(日) 

 

令和3年12月25日(土) 

令和3年12月5日(日) 

令和3年12月5日(日) 

幕張メッセ国際会議場

幕張メッセ国際会議場

幕張メッセ国際会議場

 

幕張メッセ国際会議場

幕張メッセ国際会議場

 

Web開催 

幕張メッセ国際会議場

幕張メッセ国際会議場

 
 

組織強化 
地域ニューリーダー育成研修会（第 7回） 2022年３月２日 Web開催 

  
 
教育研修 

令和 3年度 職能拡大推進事業Web講習会 
糖尿病療養指導における臨床検査技師の活躍の

ため 
4月12日～5月10日 Web開催 

輸血テクニカルセミナー2021 9月18日 Web開催 



令和 3年度 医療安全管理者養成講習会（基本
コース） 

10月1日～11月30日 Web開催（一部ライブ配信） 

令和 3年度 医療安全管理者養成講習会（アド
バンスコース） 

12月1日～12月24日 Web開催（一部ライブ配信） 

令和 3年度 職能拡大推進事業 PSG研修会
（第 3回） 

2月27日 Webライブ配信 

令和 3年度 職能拡大推進事業 臨床検査技師
のための臨床研究と CRCに関する研修 

3月13日 Webライブ配信 

 
 

■参考資料■ 《資料 2 支部運営》  

1）支部学会の開催 年 2回 

支部 開催日時 / 会場 参加人数 演題数

北 

日 

本 

会 期： 令和 3 年 11 月 1 日（月）～30 日（火）（Web 開催） 

会 場： Web 開催 (岩手県) 

テーマ：「融和と協調」 ～じぇねしす・じぇねらる・じぇねれーしょん

～ 

日臨技企画：「タスクシフトの本質と臨床検査技師の未来」宮島会長 

「新しい『日臨技 品質保証施設認証制度』について」滝野

専務理事 

情勢報告：宮島会長 

776 70 

関
甲
信
・ 

首
都

会 期：令和 3 年 10 月 9 日（土）～11 月 8 日（月）（Web 開催） 

会 場：つくば国際会議場（茨城県） 

テーマ：「創造・進化」TSUKUBA200+1 ～変異や変化に対応すっぺよ～ 

日臨技企画：「タスクシフトの本質と臨床検査技師の未来」宮島会長 

「新しい『日臨技 品質保証施設認証制度』について」滝野

専務理事 

情勢報告：宮島会長 

794 88 

中
部
圏 

会 期：令和 3 年 9 月 25 日（土）～10 月 24 日（日）（Web 開催） 

会 場：富山国際会議場（富山県） 

テーマ：「harmony」～次世代へ ”進む検査 繋がる検査 ”～ 
日臨技企画：「タスクシフトの本質と臨床検査技師の未来」宮島会長 

特別企画：「タスクシフト/シェアに関する制度改正の経過と今後の対応」

丸田副会長 

     「新しい『日臨技 品質保証施設認証制度』について」滝野専

務理事 

情勢報告：宮島会長 

997 103 

近 

畿 

会 期：令和 3 年 11 月 27 日（土）～12 月 10 日（日）（Web 開催） 

会 場：福井大学医学部附属病院（福井県） 

テーマ：エビデンスを導く臨床検査 ～検査の歴史に誇りをもって 近畿

60 年～ 

日臨技企画：「タスクシフトの本質と臨床検査技師の未来」宮島会長 

「新しい『日臨技 品質保証施設認証制度』について」滝野

専務理事 

情勢報告：宮島会長 

  

中
四
国 

会 期：令和 3 年 12 月 3 日（金）～26 日（日）（Web 開催） 

会 場：岡山コンベンションセンター（岡山県） 

テーマ：いどむ その先にみる未来は… 

日臨技企画：「タスクシフトの本質と臨床検査技師の未来」宮島会長 

「新しい『日臨技 品質保証施設認証制度』について」滝野

専務理事 

情勢報告：宮島会長 

  



九 

州 

会 期：令和 3 年 11 月 6 日（土）～12 月 12 日（日）（Web 開催） 

会 場：沖縄コンベンションセンター（沖縄県） 

テーマ：パラダイムシフト～臨床検査のさらなる挑戦～ 

日臨技企画：令和 3 年 11 月 6 日（土）15 時 40 分～16 時 40 分 

「タスクシフトの本質と臨床検査技師の未来」宮島会長 

「新しい『日臨技 品質保証施設認証制度』について」滝野専

務理事 

特別企画：令和 3 年 11 月 6 日（土）14 時 30 分～15 時 30 分 

「臨床検査技師教育制度の見直しについて」横地副会長 

令和 3 年 11 月 6 日（土）もしくは 7 日（日） 

     「タスクシフト/シェアについて」丸田副会長 

情勢報告：宮島会長 

1,094 93 

 
 
 
 

2）支部幹事会の開催 年 2回 
 

開催日時 / 会場 申請日 

北日本 
日時：令和 4 年 2 月 25 日（金）18 時～20 時 

場所：Web 会議 
0203 

中部圏 

日時：令和 3 年 11 月 3 日（水）13 時～15 時 

場所：Web 会議 
0921 

日時：令和 4 年 2 月 5 日（土）13 時～15 時 

場所：Web 会議 
1221 

近 畿 
日時：令和 4 年 3 月 5 日（土）18 時～20 時 

場所：Web 会議 
0225 

九 州 

日時： 令和 3 年 11 月 5 日（金）16 時 30 分～17 時 30

分 

場所： 沖縄コンベンションセンター（Web 併用） 

1019 

 

.3）支部内連絡会議  
 

中部圏 

日時：令和 3 年 7 月 3 日（土）13 時～14 時 

（学術部門長） 

   令和 3 年 7 月 3 日（土）14 時～16 時 

（支部幹事）場所：Web 会議 

0615 

九 州 
日時：令和 4 年 2 月 5 日（土）14 時～17 時 

場所：Web 会議 
0131 

 



R2-3　派遣役員

　日本衛生検査所協会   衛生検査所業公正取引協議会運営委員 2 横地常広　深澤恵治

　日本医療技術者団体連絡協議会   会長＝日臨技　経理＝視能訓練士　事務＝ 1 宮島喜文

  評議員 ◎ 1 横地常広

  衛生検査所専門部会・調査指導中央委員会　副委員長 1 横地常広

  衛生検査所専門部会委員 1 深澤恵治

  医療機器保守点検部会委員 1 深澤恵治

長沢光章

滝野　寿

1 滝野　寿

3 篠原克幸　下田勝二　滝野　寿

1 長沢光章

1 長沢光章

 基準範囲共用化委員会 2 荒木秀夫　滝野　寿

 標準採血法検討委員会 1 益田泰蔵

 用語委員会 1 益田泰蔵

　認証評価委員会  認証評価委員会 1 滝野　寿

 副理事長 宮島喜文

 監事　/　理事
横地常広 / 長沢光章 丸田秀夫
深澤恵治

診療報酬改定に関する小委員会 2 丸田秀夫　益田泰蔵

診療報酬制度に関する小委員会 1 深澤恵治

臨床検査の品質・精度管理に関する小委員会 1 横地常広

在宅医療における臨床検査の小委員会 1 深澤恵治

将来ビジョン委員会（仮称） 2 横地常広　深澤恵治

大規模災害対策委員会 2 深澤恵治　安部史生

遺伝子関連検査に関する小委員会 2 滝野　寿　加藤智行

感染症対策小委員会 2 長沢光章　三澤成毅

　広報・編集委員会 2 深澤恵治　益田泰蔵

　理事 ◎ 1 横地常広

　代議員　補欠代議員 1 深澤恵治

　日本臨床検査医学会 　HbA1c適正運用機構 1 滝野 寿

　日本臨床検査同学院 　POC測定認定士審議会 1 深澤恵治

　医療機器センター 　評議員 ◎ 1 横地常広

　公益財団法人　結核予防会 　結核研究奨励賞選考委員会委員 1 深澤恵治

　日本糖尿病学会 　糖尿病に関する検査の標準化に関する委員会 1 横地常広

  支援委員 1 横地常広

  21回学会プログラム委員　/　22回学会プログラム委員 1 柳沢由紀　／　池田律子

  日本認知症予防学会   理事 ◎ 1 深澤恵治

  日本医療検査科学会   POC技術委員会 2 竹浦久司　滝野寿

　日本適合性認定協会   臨床検査室　技術委員会 1 滝野　寿　代理者　横地常広

  理　事 ◎ 1 長沢光章

  評議員 ◎ 2 益田泰蔵　深澤恵治

  認定委員会委員 1 深澤恵治

  認定基準策定委員会委員 1 長沢光章

  日本輸血・細胞治療学会 　輸血検査に係る臨床検査技師への「共同事業協議会」 2 長沢光章　白波瀬浩幸

  副理事長 ◎ 1 片山博徳

  理事 ◎ 古屋周一郎

  代表 浅野　敦

  企画・運営委員会 浅野　敦

　評価判定小委員会
浅野敦　阿部　仁　青木裕志
濱川真治 山下和也

  一般社団法人日本臨床検査学教育協議会 　監事 1 上原昭浩

  公益社団法人日本腫瘍学会 　がんゲノム医療従事者事業がんゲノム医療コーディネーター養成委員会 滝野　寿

  中央医療事故調査等支援団体等連絡協議会 根本誠一

　公益財団法人黒住医学研究振興財団 ◎ 1 横地常広

1 宮島喜文

「センター調査」個別調査部会　統括責任者 深澤恵治

  副理事長 1 宮島喜文

  事務局長 1 長沢光章

　認定輸血検査技師制度協議会   委  員 1 長沢光章

　　同　審議会   委　員 2 白波瀬浩幸　宮原祥子

　認定臨床微生物検査技師制度協議会   委　員 1 宮島喜文

　　同　審議会   委　員 2 白波瀬浩幸　中川英二

　サイトメトリー技術者認定協議会   委　員 1 丸田秀夫

　　同　審議会   委　員 2 藤巻慎一　中川英二

　認定血液検査技師制度協議会   委　員 1 手登根　稔

　　同　審議会   委　員 1 中川英二

Asia Association of Medical Laboratory
Scientists(AAMLS)

  理　事 ◎ 1 宮島喜文

International Federation of Biomedical Laboratory
Science（IFBLS)

　理　事 1 片山博徳

　国際医療技術交流財団(JIMTEF)   理　事 1 横地常広

　同　　JIMTEF災害医療委員会 　委　員 1 深澤恵治

　　　　　　　　　　　　　令和3年度　各種団体・学会　派遣一覧

　WG１:臨床検査室における品質と能力

 ISO/TC212　国内検討委員会(団体委員)

　日本臨床検査標準協議会　(JCCLS)

団　体・学　会 役　職　名

　教育・出版委員会

理事
評議員

　理　事 ◎ 2

　WG５:検査室のバイオリスクマネジメント

　WG４:微生物検査と分子診断

　役員 5◎

認
定
検
査
技
師
機
構

　認定検査技師機構

　診療報酬委員会

  医療政策委員会

　評議員

　社員代表者
　一般社団法人日本医療安全調査機構

海
外

  チーム医療推進協議会

  CRC あり方会議支援委員会

　日本栄養療法推進協議会

　医療関連サービス振興会

  特定非営利活動法人　日本病理精度保証機構

　臨床検査振興協議会

■参考資料■≪資料３各種団体・学会派遣一覧≫



参考資料 《資料4委員会・部会WG設置状況》
部門 担当 委員会・WG

標準化部会
品質保証施設認証制度WG
POCT精度管理調査検討WG
血液形態標準化WG
精度管理評価基準検討部会
バーチャルスライドを用いた精度管理調査WG
体細胞遺伝子検査の精度管理調査に向けた検討WG
直接ビリルビン測定値に光環境の影響検討WG
免疫血清甲状腺項目検討WG
病理FFPE材料を前提とした固定液標準化検討WG
サポート（是正・改善・立入調査）検討WG
SARS-CoV-2遺伝子PCR検査WG
結果・方針・改善方針の検討審議会
精度管理部会
精度管理調査　臨床化学WG
精度管理調査　免疫血清WG
精度管理調査　微生物WG
精度管理調査　血液WG
精度管理調査　細胞WG
精度管理調査　一般WG
精度管理調査　生理WG
精度管理調査　輸血WG
精度管理調査　病理WG
精度管理調査　遺伝子WG
精度管理倫理審査会
精度管理調査臨床化学用試料作製WG

実施事業共通 品質・精度保証委員会

教育研修2 厚生労働省指定講習会WG
教育研修委員会
医療安全委員会
臨床検査技師職能向上部会
他団体職能拡大推進WG
タスクシフトにかかわる病理検査業務検討WG
病棟業務推進WG
認知症WG
在宅業務推進WG
災害対策WG
臨地実習部会
臨地実習指導者講習会WG
臨地実習指導者ガイドライン作成WG

国民医療向上・安全対策 季刊誌「ピペット」編集WG
支部学術部長
支部学術部門員（生物化学分析部門・臨床化学分野）
支部学術部門員（生物化学分析部門・血清）
支部学術部門員（臨床一般部門）
支部学術部門員（臨床血液部門）
支部学術部門員（臨床微生物部門）
支部学術部門員（輸血細胞治療部門）
支部学術部門員（病理細胞部門）
支部学術部門員（遺伝子・染色体部門）
支部学術部門員（臨床生理部門・神経生理分野）
支部学術部門員（臨床生理部門・循環生理分野）
支部学術部門員（臨床生理部門・超音波分野）
支部学術部門員（臨床検査総合部門）
学術あり方検討WG
学会組織委員会

国際協力 国際活動WG

学会 第70回日本医学検査学会運営部会
支部長連絡会議
支部内連絡会議
支部幹事会
出版委員会
JAMT技術教本シリーズ　29「臨地実習技術教本」
JAMT教本シリーズ30「超音波200症例　～US画像と採血データから読み解く～」
令和2・令和3年度　日臨技中央認定委員会
令和2・令和3年度　日臨技認定制度協議会
令和2・令和3年度　認定一般検査技師制度　審議会
令和2・令和3年度　認定一般検査技師制度　試験WG
令和2・令和3年度　認定一般検査技師制度　資格更新・研修会WG
令和2・令和3年度　認定臨床染色体遺伝子検査師制度　審議会
令和2・令和3年度　認定臨床染色体遺伝子検査師制度　試験WG
令和2・令和3年度　認定臨床染色体遺伝子検査師制度　資格更新・研修会WG
令和2・令和3年度　認定心電検査技師制度　審議会
令和2・令和3年度　認定心電検査技師制度　試験WG
令和2・令和3年度　認定心電検査技師制度　資格更新・研修会WG
令和2・令和3年度　医療技術部門管理資格認定制度　審議会
令和2・令和3年度　医療技術部門管理資格認定制度　試験WG
令和2・令和3年度　医療技術部門管理資格認定制度　資格更新・研修会WG
令和2・令和3年度　認定病理検査技師制度　審議会
令和2・令和3年度　認定病理検査技師制度　標準化WG
令和2・令和3年度　認定病理検査技師制度　試験WG
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令和2・令和3年度　認定病理検査技師制度　資格更新・研修会WG
令和2・令和3年度　認定認知症領域検査技師制度　審議会
令和2・令和3年度　認定認知症領域検査技師制度　試験WG
令和2・令和3年度　認定認知症領域検査技師制度　資格更新・研修会WG
令和2・令和3年度認定臨床化学・免疫化学精度保証管理検査技師制度　審議会
認定臨床化学・免疫化学精度保証管理検査技師制度　試験・資格更新・研修会WG
令和2・令和3年度　認定救急検査技師制度　広報WG
令和2・令和3年度　認定救急検査技師　審議会
令和2・令和3年度　認定救急検査技師制度　試験WG
令和2・令和3年度　認定救急検査技師制度　資格更新・研修会WG
政策推進WG
診療報酬委員会
組織運営委員会

組織強化部会
組織強化WG
支部体制強化WG
人材育成WG
Web会議検討WG
定款・諸規程等改定委員会
定款・諸規程等改定WG
設立母体別代表者会議
広報委員会

検査と健康展事業WG
会報JAMT・JAMTマガジン編集WG
システム委員会
日臨技既存システム運用WG
JAMTアプリ検討WG
データ解析WG
理事会
執行理事会議
予算委員会
予算実績管理ＷＧ
人事委員会
報酬等審議委員会
利益相反委員会
表彰委員会
日臨技有功賞推薦WG
日臨技学術奨励賞推薦WG
令和2年度資格審査委員会 
役員候補者選出委員会
令和3年度資格審査委員会委員兼議事運営委員会
日臨技創立70周年記念事業WG
事務局体制ＷＧ
職員就業規則WG
共済制度委員会
共済検討WG
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